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菊武学園フラッシュニュース 
 

地域の子どもたちがドローン操縦を体験 

本校生徒が行方不明の男児を保護  

        守山警察署長から感謝状 

 

第６回パソコン入力スピードコンテスト 

(中学生対象)を開催 

菊華高等学校 では、保育・福祉コース 3 年

生の井手之上航希さんが、5 月 29 日に行方不

明で捜索中だった男児を見つけて保護し、警察

への通報を行い、行方不明者の保護活動に尽力

したとして、愛知県守山警察署の杉本浩治署長

から感謝状をいただきました。普段から利用し

ている名鉄小幡駅で地域の力となることがで

き、とてもうれしい気持ちになりました。 

井手之上さんは、「この日は、外も薄暗く、

雨も降っていたので、傘をもっていない男児を

一人で帰すことができないと感じ、警察官に無

事に引き渡すまでは付き添い、男児の不安な気

持ちに寄り添うことができたと思います。今

回、高校での保育や福祉の学びを活かすことが

でき、今後も将来の進路実現に向けて、しっか

りと取り組んでいきたい」と話していました。 

 今回の内容は、7 月 8 日付の中日新聞朝刊市民版に掲載されました。 

 

菊武ビジネス専門学校 では、7 月 28

日に行った中学生対象の「パソコン入

力スピードコンテスト」も今年で 6 回

目となり、愛知県の後援もいただいて

の開催となりました。菊武ビジネス専

門学校で 7 中学校 46 名、オンラインで

6 中学校から 63 名に参加していただき

ました。 

結果は、純字数 1,406 字で名古屋市

立有松中学校の生徒が優勝しました。

また、日本情報処理検定協会の基準を

基に、1,000 字以上を打った 9 位までの

選手が 1 級と同等のレベルとして認定 

されました。最後まで諦めずに全力で取り組む熱い姿勢は、本校で参

加してくださった選手はもちろん、遠隔で参加してくださった選手の

画面から十分に伝わってきました。 

名古屋産業大学・名古屋経営短期大学 では、尾張旭市近郊の小学生を

対象に、尾張旭市が所有する約 15 万平方メートルの丘陵地「平子の森」

（平子町北地内）を活用した「夏休み体験講座」を開講しています。本学

は、2022 年度に同市から「平子の森トライアル事業」の共同事業者として

認定を受け、平子の森の利活用方法に関する提案を行っています。同講座

は、その一環として企画したもので、第一回目となる 7 月 26 日には、地域

の小学生 6 組が親子で参加しました。 

当日は、はじめに大学の尾張旭キャンパス

で、現代ビジネス学部の林敬三教授による事

前講義が行われ、続いて、同事業の運営をサ

ポートするドローンサークルの学生 4 人が、

自己紹介や諸説明を行った後、大学のスクー

ルバスで平子の森に移動し、多目的広場で

「ドローン体験」を行いました。 

参加した子どもたちのほとんどは、実際に

ドローンを操縦するのが初めてで、上空から

撮影する映像に驚きを隠せない様子でした。

また、学生の手ほどきを受け、ドローンサッ

カーにもチャレンジしました。 

夏休み体験講座は、小中学生の夏休み期間にあわせて、8 月 11 日まで計 4

回開催され、植物の調査や光合成実験、ボタニカルアート、木工ワークショ

ップなどバラエティに富んだ内容になっています。子どもたちの夏の思い出

の 1 ページとなれば幸いです。 

 

エステサロン「SLIVIA(スリビア)」 

2日間限定でOPEN 

名古屋ウェディング＆フラワー・ビューティ学院 では、トータル

ビューティ科 2 年生が運営する校内エステサロンが、2 日間限定で 

OPEN しました。 

1 日目は、NWFB の学生限定で、エ

ステに興味のある学生や教職員を対象

に、2 日目は、一般の方を対象にスリ

ビアのインスタグラムから DM で予約

を受けました。 

メニューは、①代謝アップ、②ボデ

ィエステ、③フェイシャルエステの中 

から好きなコースを 1 つ選んでいただき、施術

後のアフターサービスとして、高級アロマオイ

ルを使用したハンドマッサージをプレゼントし

ました。 

来店されたお客様からは「とても贅沢な時間

を過ごせた」「エステのプロを目指す学生さん

たちが自分たちで考えたサロン、接客が素晴ら

しかった」など高評価をいただき、この日まで 

準備と練習を重ねてきた学生たちにとって、貴重な経験となった 2 日

間でした。 

 

菊武幼稚園 では、7 月 3 日に年中・年少組さんの「ふれあい七夕

参観」が行われました。 

園児たちは、登園の時に作品が入る

大きな手提げ袋を持って、送りに来て

くれたお母さん方に「後でね～」と別

れ、元気よく教室へ。七夕参観が始ま

り、それぞれ親子で短冊に願い事やは

さみを使って提灯などを作成して、思

い思いの七夕飾りを作りました。 

ご父兄の方々と一緒に作った短冊飾りを、朝持ってきた手提げ袋

に大事にしまってご満悦の園児さんたちでした。 

 

ふれあい参観 親子で七夕飾りづくり 消防署員から花火の安全な遊び方を学ぶ 

 稲葉保育園 では、7 月 10 日に年中・年長

児を対象に「夏の防火講話」を行いました。 

園児たちは、尾張旭消防署の方から花火の安

全な遊び方について学びました。①正しく持つ

こと、②人に向けないこと、③必ず大人の人と

一緒に遊ぶこと、④水を用意することなどを教

えていただき、1 人ずつ消防署の方が傍につい

て、手持ち花火をしました。 

ろうそくから火を点ける時は、緊張の面持ち

でしたが、楽しく体験することができました。 

 

(エステサロン運営メンバーと福岡先生) 

（心をこめて丁寧に行う施術） 

 

 

 

 

（杉本署長から感謝状をもらい、 

笑顔で話す井手之上さん） 

 

 

 

 

 

（親子で七夕飾りづくりを楽しむ園児） 

 

 


